
 

 

平成２２年度 分野：病態診断・生化学生化学生化学生化学 家畜：牛牛牛牛 担当：佐藤千尋 

 

とうもろこしとうもろこしとうもろこしとうもろこしサイレージサイレージサイレージサイレージ中中中中デオキシニバレノールデオキシニバレノールデオキシニバレノールデオキシニバレノール濃度濃度濃度濃度    

実態調査実態調査実態調査実態調査（（（（第第第第 2222 報報報報））））    
【【【【    目的目的目的目的    】】】】    

    平成平成平成平成 21212121 年度年度年度年度のののの調査調査調査調査でででで、、、、県内県内県内県内のののの 36363636 農場農場農場農場 36363636 検体検体検体検体のとうもろこしのとうもろこしのとうもろこしのとうもろこしサイレージサイレージサイレージサイレージ（（（（CSCSCSCS））））中中中中デデデデ

オキシニバレノールオキシニバレノールオキシニバレノールオキシニバレノール（（（（DONDONDONDON））））をををを測定測定測定測定したしたしたした結果結果結果結果、、、、全全全全てのてのてのての検体検体検体検体からからからから DONDONDONDON がががが検出検出検出検出されされされされ（（（（平均平均平均平均

2.22ppm2.22ppm2.22ppm2.22ppm）、）、）、）、6666 検体検体検体検体（（（（16.716.716.716.7％）％）％）％）がががが基準値基準値基準値基準値のののの 4ppm4ppm4ppm4ppm 以上以上以上以上をををを示示示示しましたしましたしましたしました。。。。    

        そこでそこでそこでそこで①①①①生産年生産年生産年生産年によるによるによるによる DONDONDONDON 濃度濃度濃度濃度のののの違違違違いいいい、、、、②②②②DONDONDONDON 濃度濃度濃度濃度のののの違違違違いによるいによるいによるいによる疾病発生疾病発生疾病発生疾病発生をををを比較比較比較比較しししし、、、、

DONDONDONDON のののの影響影響影響影響をををを把握把握把握把握しましたしましたしましたしました。。。。 

【【【【    成績成績成績成績のののの概要概要概要概要    】】】】    

●  材料及び方法：①昨年度基準値以上を示した農場のうち 3 農場の CS を採取し、平

岡[れとると、28、15-31、2007]の方法により、蒸留水で抽出、多機能カートリッジカ

ラムで精製後、市販 ELISA キットで測定しました。②DON 濃度の違う 2 農場を対象に

過去 2 年間の疾病発生状況を調査し、Χ2 検定を行ないました。 

 

●  成績及びまとめ：①昨年度基準値を超えた 3 農場中 2 農場は、基準値以下でした（図

１）。生産年により濃度に違いがあったことから、今後、収穫時期等との関連性を調査

する必要があると思われました。②DON 濃度の違いによる疾病発生に相違は認められ

ませんでした（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【【【    成績成績成績成績のののの活用活用活用活用    】】】】    

   かび毒による家畜の中毒及び食の安全・安心の観点から DON に関する知識啓発と注

意喚起に活用します。 

 

【【【【    留意事項留意事項留意事項留意事項・・・・備考備考備考備考    】】】】    

※ DON とは、麦類の病気の一種である赤かび病の原因となるフザリウムという「か

び」が作るかび毒です。豚が最も感受性が高く、牛や鶏はやや低いと言われています。

これらの家畜が摂取すると下痢などの消化器障害が起こります。 
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図 1：生産年による DON 濃度の違い 
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図 2： DON 濃度の違いによる疾病発生の比較



 


